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このたびは、前回の交流会後のアンケートを受けて、参画企業・
団体様からの取組への協力依頼や情報発信の場として、また、
今後の協働促進のため、各企業・団体様のお持ちのコンテンツ
や協働できることについて出し合う場として開催しました。

「こえる場！」 3/26開催

市地域福祉課
主幹 吉川

ミラタップパーク芦屋 イベント出展・出演のご相談

5/18に春の大園遊会、10/26にオータムフェスタの開催を予定して
おり、ミズノが持っているコンテンツや自衛隊、消防、警察の方にもご
協力いただいて、こどもたち中心に楽しんでもらえる内容になってい
ます。
芝生やテラスを使っていただけますので、やりたいプログラムや教室
の実施、披露したいことなどがあればご相談ください。

銭湯de産後ケア

産後ケアとは、産後のおかあさんと赤ちゃんが助産師等の専門的なケア
を受けて安心して育児ができるようにサポートをすることです。
産後ケアの主な場所は助産院や産科病棟等ですが、育児で孤立しない支
援を考え、いろんな世代とつながれる銭湯がいいのではと考えています。
子育ては地域でしていくからこそ、地域のつながりが大切で、地域が大
きな家族のようになるような環境をつくっていきたいと思っています。

持続可能なまちづくりを未来につなぐために
（イベントコンテンツ紹介）

ファミリー層をキーとして、イベントを実施しておりますので、地域の
イベントで活用していただければと思っています。
キッズエンジニアやミニ四駆の体験教室、水素実験教室、木工教室等、
コンテンツを通して、お子さんが好きなことが見つけられるお手伝い
ができればと思っています。

参画企業・団体からの取組提案
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今回初めてご参加くださっている方もいらっしゃいますので、名刺交換
も含め、情報交換、交流をしていただくことで、行政と企業・団体の皆さ
んとのネットワークだけでなく、ここにいらっしゃる企業・団体の皆さん
同士のネットワークを広げていただき、皆の力を合わせて、地域の課題
の解決や、皆さんのやりたいことの実現につなげていくことができれば
と思います。よろしくお願いします。



【「こえる場！」ロゴマーク】

形：芦屋のAと六甲山、笑顔の口やつながり、
ひろがりが連鎖する様子をイメージしています。

色：芦屋の海・山、芦屋愛、未来と
多様な主体の参画をイメージしています。

≪お問合せ≫
芦屋市地域福祉課

TEL：0797-38-2040
FAX：0797-31-0614

Mail：
chiikifukushi@city.ashiya.lg.jp

【アンケートへのご協力依頼】
各企業・団体間や行政との協働促進のため、各企業・団体等がお持ちのコンテンツや協働
できることについて、リスト化したいと考えています。
ぜひ、別途お送りしておりますアンケートにご協力をお願いします。

「こえる場！」ロゴマークは、「こえる場！」参画企業・団体様もご使用いただけます。
使用の際は届出が必要です。詳細は市ホームページをご覧ください。

お知らせ

グループワーク
【項目】
・チラシ配架、配布
・イベントコンテンツ、講座
・貸しスペース、備品
・他の自治体等と協働していること、
店舗のある地域で意識して行っていること等

グループごとに自己紹介を交えつつ、
それぞれの持っているコンテンツや協働
できることを出し合いました。一部をご紹
介します。

令和7年度に皆さんと地域でイベントを実施できればと考えています。
企画段階から一緒に進めていきたいと思っておりますので、続報をお待ちください。
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